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GNSS連続観測から推定した日本列島のひずみ変化

2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震の余効変動の影響によるひずみが見られる．
2014年 11月 22日に発生した長野県北部の地震に伴う地殻変動の影響が見られる．

基準期間：2014/03/28 – 2014/04/11 ［Ｆ３：最終解］
比較期間：2015/03/28 – 2015/04/11 ［Ｆ３：最終解］
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CONT.
EXT.
ppm0.1 0.3

・GNSS連続観測による変位ベクトルからひずみ変化図を作成した．
・座標値の 15日分の平均値から 1年間の変位ベクトルを算出し，それに基づいてひずみを計算している．

国土地理院資料
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国土地理院資料

138° 139° 140° 141° 142° 143° 144° 145°

35°

36°

37°

38°

39°

40°

41°

42°

43°
100 km

白抜き矢印：保守等によるオフセット補正

2011/03/11 M9.0

2011/03/15 M6.4

2011/03/19 M6.1

2011/03/23 M6.0

2011/04/07 M7.2

2011/04/11 M7.0

2011/04/12 M5.6

2011/04/12 M6.4

2011/06/23 M6.9

2011/07/10 M7.3

2011/09/17 M6.6

2011/09/29 M5.4

2012/03/14 M6.1

2013/02/02 M6.5

2013/02/25 M6.3

2014/07/08 M5.6

2014/11/22 M6.7

2015/02/17 M6.9

50.1cm(銚子)

90.0cm(相馬１)

40.8cm(八戸)

93.4cm(岩泉２)

118.3cm(山田)

105.9cm(矢本)

17.5cm(東通２)

119.4cm(岩手川崎Ａ)

95.4cm(Ｍ牡鹿)

50cm

東北地方太平洋沖地震（M9.0）後の地殻変動（水平）ー累積ー

基準期間 : 2011/03/12 -- 2011/03/12 ［Ｆ３：最終解］

比較期間 : 2015/04/05 -- 2015/04/11 ［Ｆ３：最終解］

固定局：福江（長崎県）

47.8cm(北茨城)

東北地方から関東甲信越にかけて東向きの変動が見られる．
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国土地理院資料
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白抜き矢印：保守等によるオフセット補正

2011/03/11 M9.0

2011/03/15 M6.4

2011/03/19 M6.1

2011/03/23 M6.0

2011/04/07 M7.2

2011/04/11 M7.0

2011/04/12 M5.6

2011/04/12 M6.4

2011/06/23 M6.9

2011/07/10 M7.3

2011/09/17 M6.6

2011/09/29 M5.4

2012/03/14 M6.1

2013/02/02 M6.5

2013/02/25 M6.3

2014/07/08 M5.6

2014/11/22 M6.7

2015/02/17 M6.9

+11.3cm(銚子)

+17.4cm(相馬１)

+2.1cm(八戸)

-6.5cm(岩泉２)

-2.1cm(山田)

+31.7cm(矢本)

+6.2cm(東通２)

+21.5cm(岩手川崎Ａ)

+39.7cm(Ｍ牡鹿)

10cm

東北地方太平洋沖地震（M9.0）後の地殻変動（上下）ー累積ー

基準期間 : 2011/03/12 -- 2011/03/12 ［Ｆ３：最終解］

比較期間 : 2015/04/05 -- 2015/04/11 ［Ｆ３：最終解］

固定局：福江（長崎県）

+10.6cm(北茨城)

関東甲信越地方及び青森県から北海道の襟裳岬付近にかけた地域に隆起が見られる．
宮城県から千葉県にかけての太平洋沿岸に隆起が，岩手県沿岸と奥羽背梁山脈付近に沈降が見られる．
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第 2図　東北地方太平洋沖地震後の変位　【電子基準点「福江」固定】
※陸上の結果は、国土地理院電子基準点による。

第１表　東北地方太平洋沖地震後の水平変位　【電子基準点「福江」固定】
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0 50 100

km

観測点 基準エポック 比較エポック 水平変位量
釡石沖２

釡石沖１

宮城沖１

宮城沖２

福島沖

銚子沖

2011/4/3

2011/4/5

2011/3/28

2011/3/27

2011/3/29

2011/4/18

2015/1/26

2015/1/25

2015/1/15

2015/1/16

2015/1/13

2014/6/9

15 cm

47 cm

39 cm

13 cm

68 cm

50 cm

電子基準点 2011/3/29 ～ 4/4 2015/1/26 ～ 2/1 -

海上保安庁資料
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気象庁作成 

M Mw 最大震度 発震機構（CMT解）

2月17日 8時06分 6.9 6.7 ４ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

2月17日 8時09分 5.0 － １ －

2月18日 1時33分 5.6 5.4 ２ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

2月20日 13時25分 6.5 6.2 ３ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

2月21日 19時13分 6.4 6.0 ２ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

2月22日 11時53分 5.0 4.7 １ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

2月23日 4時43分 5.1 4.9 ２ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型

2月24日 11時28分 5.9 5.7 ２ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

2月25日 19時31分 5.0 5.0 ２ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

発生日時

17日からの三陸沖の地震活動（M5.0以上の地震）

２月 17 日からの三陸沖の地震活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

（１）概要 

2015 年２月17日 08 時06分に三陸沖でM6.9 の地震（最大震度４）が発生した。この地震の発震機

構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの

境界で発生した。この地震は 2011 年３月 11 日の「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」

（以下、東北地方太平洋沖地震という）の余震域で発生した。 

気象庁はこの地震に伴い、同日 08 時 09 分に岩手県の沿岸に対して津波注意報を発表した（同日

10 時 20 分に解除）。この地震により、岩手県の久慈港（国土交通省港湾局）で 27cm の津波を観測

したほか、北海道から岩手県の太平洋沿岸で微弱な津波を観測した。 

また、今回の地震の発生後、この地震の震央周辺では 20 日 13 時 25 分に M6.5 の地震（最大震度

３）が発生するなど、最大震度１以上を観測する地震が２月 28 日までに 12※回発生し、地震活動が

活発になった。 

（2011 年１月１日～2015 年２月 28 日）

ａ 

図２－１ 震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年２月 28 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震前に発生した地震を＋、東北地方太平洋沖地震発生以降に発生

した地震を薄い○、2015 年２月の地震を濃い○で表示、図中の発震機構は CMT 解

図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

（２）地震活動 

ア．最近の地震活動 

今回の地震 

今回の地震の震央周辺（領域ａ）について、1997 年 10 月以降の活動を見ると、東北地方太平洋沖

地震の発生前から M5.0 以上の地震が時々発生していた。 

東北地方太平洋沖地震の発生以降は、地震活動が活発化し、M6.0 以上の地震が 10 回（今月の３回

を含む）発生している。 

（2015 年２月１日～28 日） 

今回の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 

ａ 

「平成 23 年（2011 年） 

東北地方太平洋沖地震」

※２月 17 日 08 時 06 分の M6.9 の地震を含む 
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基準期間:2015/02/09～2015/02/15[F3:最終解]
比較期間:2015/02/17～2015/02/23[F3:最終解] 計算期間:2014/12/01～2015/01/31

固定局:大潟(950241)
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(2) 大潟(950241)→Ｓ普代(07S064)　東西 基準値：313161.013ｍ

2015/02/17 M6.9

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(2) 大潟(950241)→Ｓ普代(07S064)　南北 基準値：307001.395ｍ

2015/02/17 M6.9

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ128.081：値準基高比　)460S70(代普Ｓ→)142059(潟大 )2(

期間: 2015/02/01～2015/04/11 JST

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 11 21 3/1 11 21 4/1 11

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

●---[F3:最終解]

940027
久慈

07S064
Ｓ普代

950162
岩泉１

950164
岩泉２

111184
田老Ａ

940028
宮古

三陸沖の地震(2月17日 M6.9)前後の観測データ（１）

国土地理院資料

この地震に伴いわずかな地殻変動が観測された．

地殻変動（水平）（一次トレンド除去）

成分変化グラフ
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５月 13 日 宮城県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年５月13日 06時12分に宮城県沖の深さ
46km でM6.8 の地震（最大震度５強）が発生し
た。この地震は、発震機構（CMT 解）が東西方
向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレート
と陸のプレートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」発生以前は、2002
年 11 月３日に M6.3 の地震（最大震度５弱）が
発生した他は、Ｍ３～Ｍ４程度の地震が１年に
数回発生する程度であったが、東北地方太平洋
沖地震以降は地震活動が活発になった。2011
年７月 23 日には、M6.4 の地震（最大震度５強）
が発生し、住家の一部破損２棟等の被害を生じ
た（総務省消防庁による）。東北地方太平洋沖
地震以降、M6.0 以上の地震は今回の地震を含
めて５回発生しており、今回の地震が最大規模
であった。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地
震の震央周辺（領域ｃ）では、1978 年６月 12
日に「1978 年宮城県沖地震」（M7.4）が発生す

るなど、M7.0 以上の地震が時々発生している。

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年５月 13 日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

今回の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年５月 13 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 
2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

（2011年３月11日～2015年５月13日）

ｃ 
領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震

「1978 年  
宮城県沖地震」 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

東北地方太平洋沖地震発生

宮
城
県

岩手県 

ａ 

ｂ

Ａ 

Ａ Ｂ 

Ｂ 

今回の

地震 

宮
城
県

岩手県 

「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋
沖地震」 

今回の地震の 
発震機構解 
（CMT 解） 

気象庁作成
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(1) 大潟(950241)→大船渡(950171)　東西 基準値：298623.279ｍ

2015/05/13 M6.8

4/1 11 21 5/1 11

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(1) 大潟(950241)→大船渡(950171)　南北 基準値：198982.423ｍ
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(2) 大潟(950241)→Ｓ陸前高田(07S066)　東西 基準値：292558.577ｍ
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(2) 大潟(950241)→Ｓ陸前高田(07S066)　南北 基準値：194810.825ｍ
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]

基準期間:2015/05/05～2015/05/11[R3:速報解]
比較期間:2015/05/14～2015/05/16[R3:速報解] 計算期間:2015/03/01～2015/04/30

固定局:大潟(950241)

40°

40′

20′

39°

40′

20′

20′ 40′ 140° 20′ 40′ 141° 20′ 40′ 142° 20′ 40′ 143°

2015/05/13 M6.8

1㎝

1.9㎝
2.0㎝

950171
大船渡

07S066
Ｓ陸前高田

宮城県沖の地震(5月13日 M6.8)前後の観測データ

成分変化グラフ

国土地理院資料

この地震に伴い小さな地殻変動が観測された．

地殻変動（水平）（一時トレンド除去）
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気象庁作成 

平成 27 年５月３日の鳥島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

（１）概要 

2015 年５月３日 01 時50分に鳥島近海でM5.9 の地震（最大震度１以上を観測した地点はなし）が発

生した。 

気象庁はこの地震に対して、同日02時 39分に伊豆諸島及び小笠原諸島に津波注意報を発表した（同

日 04 時 10 分に解除）。この地震により、東京都の八丈島八重根で 0.5m の津波を観測したほか、伊豆

諸島で 0.1m から 0.3m の津波を観測した（速報値）。 

図２－１ 震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年５月７日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2015 年５月の地震を濃く表示 

図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（２）地震活動 

ア．最近の地震活動 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央周辺（領域ａ）では、M5.0 以上

の地震が時々発生している。1997 年 11 月 11

日に M6.0 の地震（最大震度２）が発生して

いる。また、2006 年１月１日には M5.9 の地

震（最大震度１以上を観測した地点はなし）

が発生し、伊豆大島と三宅島で 13cm の津波

を観測したのをはじめ、関東地方から九州地

方の太平洋沿岸にかけて微弱な津波を観測

した。

今回の地震 

ａ 

鳥島 

八丈島 
三宅島 

伊豆大島 

神津島 
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2

132̊ 134̊
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(C) 2014/6/1-2014/10/1
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(D) 2014/10/1-2015/4/11
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A B C D

滑りは停滞している．

・2014年5月のモーメントの増加は短期的スロースリップによる

国土地理院

豊後水道ゆっくり滑りによるプレート境界面上の滑り分布（２）

時間依存インバージョンによる推定（暫定）

モーメントの時間変化

Mw6.2

Mw6.4

5/1 7/1 9/1 11/1

x10
18

Nm

2015/1/1 3/1 5/1

プレート境界面上の滑り分布

・各期間の累積の滑り量を等値線（黒実線）で示している（等値線間隔：2cm）．
・黒矢印は陸側プレートのフィリピン海プレートに対する動きを示す．
・黒破線は沈み込むフィリピン海プレート上面の等深線（弘瀬・他, 2007, 地震2）．
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西南日本の深部低周波微動・短期的スロースリップ
活動状況 （2015 年 2 月～ 4 月）その１ 防災科学技術研究所

防災科学技術研究所資料

● 短期的スロースリップイベントを伴う顕著な微動活動： 東海地方，4 月 14 日～ 19 日．

● 上記以外の主な微動活動：東海地方，4 月 4 ～ 7 日．四国東部，1 月 30 日～ 2 月 1 日

　および 4 月 16 ～ 20 日．四国中部，2 月 7 ～ 14 日．豊後水道，3 月 25 日～ 29 日．

kmkm km

2015 年 4 月

図 1.西南日本における 2015年 2月～ 4月の月毎の深部低周波微動活動．赤丸はエンベロープ相関・振幅ハイブリッ
ド法 (Maeda and Obara, 2009) およびクラスタ処理 (Obara et al.，2010) において，１時間毎に自動処理された微動分
布の重心である．青菱形は周期 20 秒に卓越する深部超低周波地震 (Ito et al., 2007) である．

2015 年 3 月2015 年 2 月

図 3. 2003 年 1 月～ 2015 年 5 月 3 日までの深部低周波微動（赤）および，深部超低周波地震（青菱形）の時空間分
布．緑太線は，傾斜変動から検出された短期的スロースリップイベント．

図 2. 2015 年 1 月 29 日～ 5 月 3 日の深部低周波微動（赤）および，深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
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気象庁作成 

  平成 27 年４月 20 日の与那国島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）概要 

2015 年４月 20 日 10 時 42 分に与那国島近海で M6.8 の地震（最大震度４）が発生した。この地震

の発震機構（CMT 解）は、南北方向に圧力軸を持つ逆断層型である。 

気象庁はこの地震に対し、地震検知から 17.5 秒後の 10 時 43 分 26.1 秒に緊急地震速報（警報）を

発表した。同日 10 時 47 分に沖縄県の宮古島・八重山地方に津波注意報を発表した（同日 11 時 50 分

に解除）。なお、この地震による津波は観測されなかった。また、この地震による日本国内の被害は

なかった（総務省消防庁による）。 

今回の地震の発生後、同日 20 時 45 分に M6.0 の地震（最大震度３）、20 時 59 分に M6.4 の地震（最

大震度２）が発生するなど、最大震度１以上を観測する余震が４月 30 日までに４回発生した。 

図２－１ 震央分布図 
（2010 年１月１日～2015 年４月 30 日、 

深さ０～50km、M≧3.0） 
2015 年４月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

 

図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（２）地震活動 

ア．最近の地震活動 

台湾 

今回の地震の震央付近（領域ａ）について、2010 年１月以降の地震活動を見ると、2014 年３月 19

日に M6.0 の地震（最大震度２）が発生しているほか、M5.0 以上の地震が時々発生している。 

（2015 年４月１日～30 日） 

今回の地震 

与那国島 

西表島 

海溝軸 

石垣島 

ａ 

1 11 21 
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気象庁作成 

2015 年４月 25 日、５月 12 日 ネパールの地震 

 

 

 

 

 

（１）概要 

2015 年４月 25 日 15 時 11 分（日本時間、以下同じ）にネパールの深さ 15km で Mw7.9 の地震（今回

の地震①）が発生した。この地震の発震機構（気象庁による CMT 解）は南北方向に圧力軸を持つ逆断層

型である。余震は、今回の地震①の震央から東南東方向へ約 200km にわたり発生している。最大規模の

余震は、５月 12 日 16 時 05 分に発生した M7.3 の地震（深さ 15km、今回の地震②）である。 

また、今回の地震①により、ネパール国内で死者 7,675 人、負傷者 16,392 人の被害を生じた。 

今回の地震の震央周辺はインド・オーストラリアプレートがユーラシアプレートに衝突し、沈み込ん

でいる地域で、大きな被害を伴う地震が度々発生している場所である。 

なお、気象庁は、今回の地震①について４月 25 日 15 時 47 分（日本への津波の心配なし）と 16 時

46 分（震源要素の更新）、また、今回の地震②について、５月 12 日 16 時 31 分（日本への津波の心配

なし）に遠地地震に関する情報を発表した。 

※本資料中、今回の地震①の発震機構と Mw は気象庁による。その他の地震の震源要素は米国地質調査所（USGS）による（2015 年５

月 12 日現在）。プレート境界の位置と進行方向は Bird（2003）＊より引用。被害は、OCHA（UN Office for the Coordination of 

Humanitarian Affairs：国連人道問題調整事務所）による（2015 年５月６日現在）。 

＊参考文献 

Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027, 

doi:10.1029/2001GC000252.

図１－１ 震央分布図 
（1980 年１月１日～2015 年５月 12 日 16 時 10 分、深さ０～60km、

Ｍ≧5.0）2015 年４月以降の地震を濃く表示 

ａ 

インド 

中国

パキスタン 

インド・オーストラ
リアプレート 

プレート境界の位置

プレートの進行方向

図１－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図

ユーラシアプレート 

ネパール 

今回の地震①

今回の地震②
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観測日 観測時間 
（UTC） 

衛星 
進行方向

電波 
照射方向

観測モード 入射角 垂直基線長

2015/04/05 
2015/05/03 06:13 頃 南行 右 広域観測(Normal)

広域観測(Normal) 26°-50° +3m 

 
解析:国土地理院   原初データ所有:JAXA 

  

2015年4月25日ネパールの地震に関する
合成開口レーダー（SAR）解析結果（2）

「だいち2号」合成開口レーダーによる地殻変動分布図

国土地理院資料
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重点検討課題の検討 

 

 
「予測の根拠となる 

モニタリングデータと処理方法」 
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重点検討課題「予測の根拠となるモニタリングデータと処理方法」 

地震活動の潮汐相関にもとづく予測 

 

防災科学技術研究所 田中 佐千子 

 

 2011 年東北地方太平洋沖地震（Mw 9.1）の発生に先立ち，震源周辺の地震活動と地球潮汐の間

に明瞭な相関関係が存在していたことが確認された（図 1）．この相関は，太平洋沖地震の発生直

前の数年から 10 年程度の期間に限定されたもので（図 2），地球潮汐による応力変化が断層のす

べりを促進する位相付近に地震の発生時刻が集中していた．太平洋沖地震の発生後には相関関係

は消滅し，無相関の状態に戻っている．同様の傾向は，2004 年（Mw 9.1），2005 年（Mw 8.6），

2007 年（Mw 8.5）のスマトラ沖地震をはじめ，トンガやアリューシャンで発生したプレート境界

地震についても確認されており，この現象のモニタリングによって，大地震の発生準備過程を捉

えることができる可能性が期待される．一方，2003 年十勝沖地震（Mw 8.3）や 2010 年チリ地震

（Mw 8.8）では，周辺の地震活動と地球潮汐の間に明瞭な相関関係は確認されなかった．過去の

大地震に遡り，現象の特性や普遍性の程度を明らかにしていくとともに，系統的なモニタリング

を実施し，大地震の発生とは関係のない場合も含め，潮汐相関が出現した事例に対する追跡・検

討調査を進めていくことが重要である． 

 

図 2．地球潮汐と地震発生時刻の相関関係の強弱を

表す指標 p の時間推移（Tanaka, 2012）．太平洋沖地

震の震源周辺（図 1 の灰矩形内）の地震データを使

用．1976 年以降，p は 100%に近い値をとり，無相関

の状態が続いていたが，2000 年頃から徐々に低下し，

太平洋沖地震の直前にはきわめて強い相関関係が存

在していた．太平洋沖地震の発生後には，p は再び

大きくなり，無相関の状態に戻っている． 

図 1．地球潮汐と地震発生時刻の相関関係の強弱を表す指標 p の空間分布（Tanaka, 2012）．p

は 0～100%の値をとり，小さい値ほど相関関係が強いことを表す．太平洋沖地震の直前 3000

日分の地震データを使用．太平洋沖地震の震源（破壊の開始点，星印左）周辺で p は小さい値

をとり（色の濃い領域），強い相関関係が存在していたことが確認できる． 

 

防災科学技術研究所　田中佐千子　資料
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第 回地震予知連絡会 重点検討課題208
「予測実験の試行について」

趣旨説明者 国土地理院 今給黎哲郎

平成 年 月にとりまとめられた地震予知連絡会の将来検討 報告では予25 11 WG
知連の役割について次のように述べている。

「本連絡会の重要な役割は、地震発生の予知・予測を目指したモニタリング結果

を中心とした情報交換とモニタリング手法の高度化である。また、地震発生の予

知・予測に関する研究の現状を社会に伝えることも、本連絡会の役割の一つであ

ることが次期計画に明示されている」(中略)

「一方、モニタリングとして何が重要かを検討し、また、今の予測能力の実力を

把握・提示するために、今後、予測実験の試行を行うことが有効であると考えら

れる。具体的な実験のやり方については、例えばある時点から半年間の地殻活動

を予測するがそれは公表せず、半年後の地殻活動の状況と照らし合わせて評価す

る、といったことが考えられる 」。

この報告を受けて、重点検討課題運営部会で議論した結果、平成 年度から始27
まる第 期で「予測実験の試行」を行うこととし、第 回のテーマ「予測の根24 207
拠となるモニタリングデータと処理方法」が設定された。そして第 回では208
「予測実験の試行」として、いくつかの手法と予測と実際の結果を比較した事例

について紹介することとした。この「予測実験の試行」では、モニタリングデー

タに基づいて「予測」した結果を、実際の現象と比較し検証を行うが、検証可能

とするためには、予測される現象は厳密に定義される必要がある。今回取り上げ

る「手法」は、そのような条件を満たすように明確な数式化がなされているもの

から選ぶこととする。現時点では、社会的に期待が大きい大地震の発生を中短期

的に高い確率利得で予測できるような手法はないというのが「予測能力の実力」

である。しかし小規模な繰り返し地震などについては、物理的な理論の裏付けを

持って確率論的予測を行い、ある程度予測に合致する発生の履歴が得られている

ものがある。また、このような「予測」の価値は、背景の地震活動あるいは平常

の活動と比較して有意な確率利得が認められるかにもかかっている。比較対象を

示す意味で、平常の地震活動を確認するための簡単な統計もあわせて紹介するこ

とを検討する。

第 回では過去のデータを用いて現在までの状況を予測した事例の紹介を想定208
しているが、地震予知連絡会での議論を経た上で、将来の状況を予測して検証す

るところまで「試行」を拡大することが次のステップになると考える。

29


	0_1_表紙
	2_1_24期委員名簿150522_修正版
	3_0_モニタリング表紙
	3_1_気象庁
	3_2_防災科研
	3_3_地理院.p.10
	3_4_地理院.p.35
	3_5_地理院.p.36
	3_6_海保
	3_7_気象庁
	3_8_地理院.p.58
	3_9_気象庁
	3_A_地理院.p.60
	3_B_気象庁
	3_C_地理院.p.122
	3_D_防災科研
	3_E_気象庁
	3_F_気象庁
	3_G_地理院.p.132
	4_0_重点表紙
	4_1_20150522予知連重点導入・議論＿記者レク
	4_2_統計モデルによる地震活動異常のモニタリング記者レク
	4_3_地震活動の潮汐相関にもとづく予測
	4_4_20150522予知連重点_鴨川仁_記者レク資料2
	4_5_20150522予知連重点堀＿記者レク_new_double
	4_Z_第208回予知連重点趣旨説明
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



